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損害防止サーキュラー No.08-09 
 
 
麻薬密輸防止の対策 
 
 
一般概要 
麻薬の密輸は世界のほぼいたるところで大変深刻な犯罪の構成要

素となっている。関連する当事者は広範囲にわたる調査、尋問、拘束

、さらに可能性として刑事告発、有罪の宣告と収監が想定される。さ

らに財産が重い罰金（注１）や罰則に対する保証として差し押さえら

れるかも知れず、最後には没収され、売却されるかもしれない。 
 
Gardでは最近、カリブ海と同様にベネズエラ、コロンビアやエクアドル

に寄港している商船を巻き込んだ麻薬発覚の報告件数が増加してい

る。カリブ海では伝統的な産業の衰退ゆえに志願者に不足がないと

いうこともあって、麻薬売人にとっての実行場所として利用頻度が増

加していると見られている。麻薬は米国、欧州そしてロシアに仕向け

ていると思われる。このサーキュラーは、組合員や顧客にこのリスク

への警鐘を鳴らし、類似の事件の発生を防止する対策を提案するこ

とが目的である。 
 
麻薬密輸防止の対策 
あらゆる場合に共通して言えることは、まず第一に非合法な物が本船上に積載されることを防止すること

である。以下は入港前、入港中、出航後にとるべき警戒処置に関する一般的なガイドラインである。（注２） 
 
入港前 
●上陸する乗組員に対して、麻薬の売人が麻薬を密輸するため必要な協力を取り付けるために友好的に

近づいてくる可能性があることを知らしめるべきである。会社の内規に違反することだけではなく

、乗組員自身、その家族、仲間の船員を潜在的に危険に晒すことになることを理解せねばならな

い。更に現地機関は麻薬の売人と協力しているとみなした乗組員に対して強引な行動をとりがち

である。 
 
●麻薬の密輸におけるリスクについて描かれた警告ポスターを、本船の出入口や居住区の各所に掲示し

ておくべきである。 
 
●本船は入港前、入港中、出港直後に、現地機関、ステベドアや他の陸側の人間や乗組員によってみられ

た全ての活動や、取られたすべての行動の正確な記録を残しておくべきである。 
 
港内停泊中、錨泊中 
●船長や乗組員は港内にいる間、本船へのアクセスを制限し、本船に隣接している周囲の環境を監視する

ため、すべての事前警戒措置を取らねばならない。乗船のために適切な要件なき個人には乗船

を許可してはならない。乗組員は出入り口に記録簿を備え、当直者が個人が乗船するため正当

な理由があるかどうかについて不確かな場合、船長あるいは一等航海士に報告する。 
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●ステベドアや修理業者が乗船する場所には当直者を常時配置する。暗い時間帯においては、行動が視

認監視を容易にするため全ての区域を十分に照明する。本船上において第三者による疑わし行

動は船長に報告されねばならない。本船へ接近する小型ボートには注意を払い、本船周囲での

疑わしき活動には更に注意する。暗い時間帯のサーチライトの使用を取りいれるべきである。 
 
●乗組員は寄港中定期的に本船上の検査を実施すべきである。特に麻薬密輸の傾向のある港において

は、承認された業者からの追加の安全警護を雇用することを考慮すべきである。区画やロッカー

、コンテナなどのシールが破損していたり、紛失したのが発見された時、調査を実施し、もし何も

見つからないならばシールは乗組員によって交換されるべきである。調査やサーチの結果や、当

該のシール番号と一緒にLogbookに記録する。 
 
●貨物荷役が完了した際、乗組員は船舶の徹底捜索を実施すべきである。非合法な物質の捜索に加えて

、乗組員は密航者に対する用心をするべきである。もし本船上に麻薬が運ばれたかもしれないと

いう疑いがあるのならば、船長は出航前の船舶の水線下の船体検査を含めて包括的な船舶の

検査を要請すべきである。もっとも通常的な方法は船舶の水線下非合法物質が付着したことを

確認するための対密輸水面下サーベイ（注４） である。 
 
出航後 
●船舶が出航して水先人が下船した際、すべての区画の徹底捜査が実行されるべきであり結果はLogbok

に記録すべきである。 
 
本船上で麻薬が発見された際に取るべき行動（注５）  
もし麻薬が本船上で発見されたならば船長はただちに本船のEmergency Contingency Plan（ISM 
Codeに従い）あるいはShip’s Security Plan(ISPS Codeに従い）（注６） 

に取り決めた手順を踏み、現地機関への通報に関して取るべき手順をそれらの一つに含むべきである。

以下の一般的なガイドラインが又、示されるべきである： 
●麻薬を触ってはいけない。 
●麻薬が発見された船の区域を写真やビデオに残すが、触らずに許可のないアクセスを制限する

ようシールしておく。 
●P&I保険や現地P&Iコレスポンデントや船主、マネージャーに通告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:terje.paulsen@gard.no
mailto:marius.schonberg@gard.no


For more information please contact Loss Prevention Manager Terje R. Paulsen, email terje.paulsen@gard.no or  
Loss Prevention Executive Marius Schønberg, email marius.schonberg@gard.no 

The information is provided for general information purposes only. Whilst we have taken every care to ensure the accuracy and quality of the information 

provided at the time of original publication, Gard AS can accept no responsibility in respect of any loss or damage of any kind whatsoever which may arise  

from reliance on this information. www.gard.no  

 

 © Gard AS, July 2009 gardyourship

 
 
 
 
 
 
 
 
（注１） Gard News記事 “Joint response saves hefty fine” and “Drugs on board-A potential 
nightmare” （２００９年８月発行予定） 参照 
 
（注２） 記載したガイドラインはISMあるいはISPS 
Codeに関連して規定する要件と矛盾させるべきではない。 
 
（注３） Funnel SpaceやDuct 
Keelに密輸品をもって密航者が潜むのは稀なことではなく、ある例においては船舶の外のrudderの上のl
edgeにいたこともある。 
 
（注４） 

特に定期的にコロンビア、エクアドル、メキシコやベネズエラの港に寄港するライナーはこうしたサーベイ

は再度、揚げ地の港でも実施すべきであると強く勧告する。 
 
（注５） Gard’s Guidance to Master, para 3.6- Drug Smuggling参照 
 
（注６） IMO Guideline for Prevention and Suppression of Smuggling of Drugs 
http://www.imo.org/includes/blastDataOnly.asp/data  
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